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Learning to like science – from music to the science of sound  
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Science Dialogue Program July 14(Fri.) 2023 

Learning to like science - from music to the 

science of sound 
 

Benjamin did not start off wanting to pursue a career in science. However, his interest in music 
led him to pursue scientific research on an essential component of music – sound and 
acoustics. Through various research projects related to acoustics and audio signal processing, 
Benjamin gradually became increasingly interested in scientific research due to their relation 
to sound and the impact the research brought or can bring to society. In addition, the skills he 
gained along the way helped him to learn aspects of music recording, allowing him to see 
music from a new perspective. As of today, Benjamin has worked with many different people 
coming from different professions and nationalities 
 

Key Words
Acoustics 
Building acoustics  
ISO standard 
Airborne sound 
Structural-borne sound 
Audio signal processing  
Microphone 
Microphone array 
Noise 
Spatial information 
Drone 
Propeller 
Sound source enhancement 
Sinusoidal wave 
Frequency 
Sound source localization 
Kiwi bird 
Bird call 

< Questions you want to ask the lecturer > 
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第３部 ❸実施報告書（本文） 
第１章 実施の内容 
第１節 仮説Ａ 「研究内容を掘り下げる力の育成」 
③ （Ａ－１）卒業研究ポスター発表の実践 

 

以下の要領で実施した。 

１．目  的 課題研究の成果を発表することにより、プレゼンテーション能力を向上させると共

に生徒同士の交流を通して研究活動に対する考え方や実験手法などを意見交換し、

意欲向上を目的とする。 
２．日  時 令和 5年 9月 22日（金）5・6時限目（13：15~15：05） 
３．準  備  4校時（1年生） 
４．発 表 者 ３年生（各領域において前半グループ（A）と後半グループ（B）を割り振る。） 
５．視 聴 者  1学年・2学年・教職員・SSH運営指導委員 
 
以下に、アンケート結果を示す。 
1年生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

発表会について、良かった点があれば具体的に記入してください。 
 
〇どの領域がどんなことを具体的にやっているのか知ることができてよかった 
〇先輩の説明が理解しやすく感じました。 
〇みんなの意見を共有できて新たな点に気づける 
〇色んなところ回れて楽しかった 
〇研究を直接聞く機会が少ないがそれが設けられていたのが良かった 
〇発表時間を分けていた 
〇実際に研究している本人の話が聞けたこと 
〇自分たちが質問したことにほぼノータイムで返答してくれたこと。 
〇先輩の研究がよく分かったしたくさん色んなことを質問できたから良かった。 
〇3年生のひとが細かく丁寧に教えてくれた 
〇どの質問に対してもしっかりと答えることが出来ていた。 
〇知らなかった分野についても興味関心がもてた 
〇刺激的な研究テーマが大量にあり面白かった。 
 

発表を聞き、科学や研究に対する
関心は高まりましたか？

はい

いいえ

どちらともいえない

96％

２％

２％

研究発表の内容は理解できましたか？

はい

いいえ

どちらともいえない

81％

18％

1％

－ 21 －
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2年生 
 
 

 
発表会について、良かった点があれば具体的に記入してください。 
 
〇簡単にたくさんの発表を見ることができてたくさんの知識をつけることができた。 
〇実験→失敗→考察→実験の流れがとても良いと思いました 
〇3年生の研究を見ることで今やってる研究の刺激になった 
〇一度に多くの発表に触れられるように配慮されていた点 
〇別の領域の研究が知れた 
〇質問や意見を言うハードルが低くて理解しやすかった 
〇違う領域の話は毛色が違って面白かった 
〇ポスターを見ただけでは分からない実験の詳しい説明が聞けた 
〇質問に対して積極的に答えてくれたのがとても意欲が高まり嬉しかったです。 
〇全ての領域について、やっていたので自分の興味のある内容を聞くことができた 
〇ポスターが読みやすく作られていた。 
〇質問にしっかり答えて貰えた 
〇他の分野の研究を知る機会はほとんどなかったので、いい機会だった。 
〇自由に回れるのが良かった 
〇自分の研究についての相談ができた 
〇他の分野の様子をしれた 
〇引き継ぎした先輩達の内容がしっかり知ることができてよかったです 
 
1 年生に関しては 2 年次から所属する領域の選択のヒントとなる発表会になった。また、ポスター形
式の発表会は初めての生徒が多く、今後参加する際の質疑応答の良い練習となった。 
2 年生に関しては、現在の研究分野と近い分野のポスター発表を聞くことで、さらに研究を深められ
る企画となった。また、発表者当人にとっては多くの分野の視点から自身の研究を見つめることで研

究を掘り下げる力をつけることにつながった。 
 

 

 

 

 

発表を聞き、科学や研究に対する
関心は高まりましたか？

はい

いいえ

どちらともいえない

85％

９％

６％

研究発表の内容は理解できましたか？

はい

いいえ

どちらともいえない

82％

14％

4％
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第３部 ❸実施報告書（本文） 
第１章 実施の内容 
第１節 仮説 A 「研究内容を掘り下げる力」の育成 
④ （Ａ－１）多摩科技オンラインシンポジウムの実践 

 

以下の要領でオンラインでの研究発表会を実施した。 

 

１ 目的 ２年生のオンラインでの発表方法や大学の教員からの指摘とその指摘への対応方法を 
     １年生が見聞することで、発表力の向上を目指す。 
     ２年生は様々な視聴者からの指摘を研究に反映させることで研究の質を向上させる。 
２ 対象 発表者 本校全 2年生および国内外の他校生徒 
     視聴者 本校全１年生および国内外の他校生徒 
     ※本校生徒は分野等融合探究の授業の一環として参加する。 
３ 期日 10月 21日（土） 
４ 指導 本校職員および提携大学教員 
 
 
 
実施後のアンケート結果を以下に示す。 
1年生 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究発表会の内容はどの程度理解できましたか。
次のうち最も当てはまるものを選んでください。

よく理解できた

概ね理解できた

あまり理解できなかった。
5％

20％

75％

発表会の内容で次のうちどの点に役立つと思いますか。

発表の仕方

研究の手法

研究テーマの設定 35％

18％

47％

あなたは今回の研究発表の中で何回質問しましたか。

３回以上

２回

１回

一回もしていない

5％

5％

16％

74％

来年度の多摩科技オンラインシンポジウムに
参加したいと思いましたか。

はい

いいえ

71％

29％

－ 23 －
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2年生 

 
 
 
 1 年生に関しては、実際に探究活動を行っている生徒はまだ少ないことから「研究の手法」に目を
向ける生徒が少なかったものと考えられる。研究発表の理解度が「概ね理解できた」が大半を占める。

ことから、質問数は多くなることが考えられるが、質問に関しては一部の生徒は積極的に行っている

傾向であったが、ほとんどの生徒が質問をしていない。 
 1 年生の多くが今回の発表会について「発表の仕方」や「研究テーマの設定」に目を向けて視聴し
ていることから多くの生徒が研究・探究活動に対するイメージが漠然としており、探究活動をこれか

ら行うという視点で視聴していないことが質問の少なさに起因するのではないかと推察する。 
 探究の入り口としての分野等融合探究は研究の視点に目を向けさせ、指導する内容であるならば、

その指導がうまくいくと研究発表を見る視点として「研究の手法」の方に目が行くようになると思わ

れ、また、質問の数や理解度にも大きく影響を与えるものと考える。 
 
 2 年生に関しては、発表会で得られたものとして、「スライドの作り方」が多かった。主に他の生
徒のスライドの作り方を見て参考になったという内容のものだった。 
 研究発表は PDCA サイクルにおける「C」にあたるものだと考えられ、発表内での質疑応答、アド
バイスなどで、研究内容の見直しを考える生徒が多くいることが予想されたが、研究内容（計画）の

見直しについて考える生徒は半分程度であった。これは課題研究の授業内での取り組みとして 1学期
の 4 月～6 月は基礎実験、その後、課題を発見、研究を開始するといった流れから、多くの生徒の実
際の研究開始時期が 9月頃となっており、発表時点での研究の進捗がない中、研究の計画、試し実験
の結果のみで発表をしているためだと考えられる。しかし、一部の生徒であるが、部活動などであら

かじめ 1 年次より研究を進めていたものもあり、そのような研究の発表は完成度が高かった。1 年次
における課題発見力をはじめとする研究に必要な力を身に付けさせることの重要性が浮き彫りになっ

た。 
 
 

 

 

 

 

今回の発表会で得られたものは次のうちどれですか。
最も当てはまるものを選んでください。

スライドの作り方

研究発表の仕方

座長の仕方

質問への対応

８％

９％

48％

35％

今回の発表会で研究内容の見直しを考えましたか。

はいいいえ
48％52％

－ 24 －
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研究発表は研究の振り返りを行い、他者と共有し、新し
い発見、見方、考え方を見つけることを目的としていま
す。今回の発表を聞いて、今後研究計画を修正する予定
はありますか。

ある

ない
35%

65%

第３部 ❸実施報告書（本文） 
第１章 実施内容 
第１節 仮説Ａ「研究内容を掘下げる力」の育成 

⑤ （Ａ－１）卒業研究口頭発表会の実践 

 

以下の要領で実施した。 

１ 目  的 卒業研究の成果を発表することにより、プレゼンテーション能力を向上させると

共に生徒同士の交流を通して研究活動に対する考え方や実験手法などを意見交換し、意欲向上を目的

とする。 
２ 日  時 令和 5年度 11月 14日（火）５・６時限目 13：15~15：05 
３ 発 表 者 ３年生（各領域で選ばれた代表者） 
４ 視 聴 者  本校生徒・教職員・SSH運営指導委員・学校運営連絡協議会委員等 
５ 場  所  本校体育館 
６ 行  程       13：15～13：25 １、2年生体育館に移動・整列 
             13：25～13：30 開会式 
             13：30～13：35 発表準備時間 
             13：35～14：05 研究発表 ① 
             14：05～14：15 休憩 
             14：15～14：45 研究発表 ② 
             14：45～15：05 講評・閉会式 
以下に、アンケートの結果を示す。 
1年生 
 
 
 
 
 
 
2年生 
 
 
 
 
 
 
 11 月という２年生にとっては課題研究も波に乗り出した時期である。また１年生に関しては領域

選択のヒントとなる発表会として認識されたものと考えられる。1 年生は「研究の内容」が多い結果

となり、2年生は主に「発表の手法」に着目して見ていたものと思われる。 

 2 年生に関しては自身の発表テーマが決まっていることから発表を見て自身の方向性を変更させる

という考えに至った生徒は少ない。テーマの内容が自身の研究内容と離れた内容であれば当然だが、

異分野の研究内容にも自身の研究を広げるエッセンスが詰まっていることに気付いてほしい。 

 発表会の内容としては卒業研究の内容で教員が特に優れていると判断した研究発表の代表生徒に発

表させているため、完成度の高いものとなった。多くの質疑が挙がり、これまでの校内での研究発表

会で培った研究を掘り下げる力の高まりを感じた。 

 

今回の発表を聞いて参考にしたいのは
次のうちどれですか。

研究の内容

実験の手法

発表の仕方 35%

22%

43%

今回の発表会も含め、校内で行われる
研究発表会は今後の研究テーマ、計画を決
めるのに役立っていますか。

なっている

なっていない
12%

88%

今回の発表を聞いて参考にしたいのは
次のうちどれですか。

研究の内容

実験の手法発表の仕方

19%
10%

71%

－ 25 －
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Science Dialogue Program December 20(Wed.) 2023 

My Fantastic Mite Journey 
 

Welcome to 'My Fantastic Mite Journey,' presented by Dr. Jhih-Rong Liao. This lecture invites 
you into the world of mites—microscopic creatures that play a crucial role in our ecosystem. Dr. 
Liao, from Tokyo Metropolitan University, has dedicated his career to studying these fascinating 
organisms. During our time together, Dr. Liao will recount his inspiring journey, beginning with 
his initial curiosity about mites and leading to his current research. He employs advanced 
computer technology, known as artificial intelligence (AI), to identify and classify various mite 
species. This innovative approach helps scientists understand mites better and use this 
knowledge in agriculture. Furthermore, Dr. Liao will discuss the impact of climate change on 
mites and the broader implications for the environment. He will elucidate the importance of 
being aware of these changes and how studying mites contributes to our efforts in protecting 
our planet. Dr. Liao is passionate about education and communication. Through engaging visuals 
and narratives, he will demonstrate the significance of mites, AI, and climate change in an 
approachable and educational manner. This lecture aims to enlighten students about the 
intricate connections between technology, nature, and our future. We are on the brink of 
exploring how tiny creatures can have a substantial impact on our world. Join us to discover 
more about the extraordinary 'Fantastic World of Mites 
 

Key Words
Mites - Tiny creatures often found in soil or on plants. 
Microscope - A tool that makes small things look bigger so we can see them. 
Taxonomy - Sorting living things into groups based on their similarities. 
AI (Artificial Intelligence) - Computers that are made to think and learn like humans. 
Identification - Figuring out what something is. 
Climate Change - Changes in the Earth’s weather, like getting warmer. 
Ecosystem - A community of living things and the place they live. 
Agriculture - Growing plants and raising animals for food. 
Phytoseiidae - A family of mites that are important for controlling pests. 
Tetranychidae - A family of mites that can be harmful to plants. 
Research - Studying something carefully to learn more about it. 
Sustainable - Using resources in a way that does not harm the environment. 
Urban Planning - Designing and organizing cities. 
Specimen - A sample of a living thing used for scientific study. 
Outreach - Activities to teach people about a certain topic. 
Pest Management - Controlling harmful animals and plants in farming. 
Monograph - A detailed written study about a particular subject. 
Biodiversity - The variety of different types of life found on Earth. 

< Questions you would like to ask the lecturer > 
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第３部 ❸実施報告書（本文） 

第１章 実施の内容 

第２節 仮説Ｂ「研究計画を修正する力」の育成 

② 日報の抜粋と今後の計画 

 各領域で蓄積した生徒の日報を集約した。以下に、各領域の日報を抜粋したものを示す。 

 

IT領域                        NT領域 

 

 

ET領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 36 －



- 37 - 
 

BT領域 

 

 

 

 

総括 

 Teams を介して振り返りが行える点、電子データでのやり取りは大変有用であると考えられる。BT

領域のように教員がコメントを返すなど深い学びにつながる要素も見られた。 

 自由記入方式（ET 領域、BT 領域）に関しては結果を表でまとめたり、英語を使うといった工夫が

みられた。テンプレート方式（IT 領域、NT 領域）に関しては記入の内容が充実しているように思わ

れる。生徒の負担を考えると自由記入方式は記入する内容を生徒自身が定めるところから始まるため

記入に時間がかかるところが難点として挙げられる。授業時間内に報告が収まらず生徒によっては内

容がかなり薄くなってしまっているものも見られた。授業時間内に内容を充実させるためにはテンプ

レート方式を用いたほうがよいが、項目を細かくすると記入する内容を限定してしまう恐れがある。 

 ある程度の自由度をもったテンプレート方式を作ることが、今後求められる。 
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第３部 ❸実施報告書（本文） 

第３章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及 

第３節 成果の普及 

 
○ 分野等融合探究のテキスト開発 
  来年度「分野等融合探究」の週時程導入に向けてテキストを開発した。これは共通科目の教員 
 が全 35 回の授業を担当する科目で、科学技術科として研究に必要な力をベースに内容を検討した。 
テキストの特徴としては、１年次と２年次の２年間使用することを想定して、同じ課題に対してど

のように変容したかがわかるように１ページに２学年分記入できるようにしている。同じテキストを

２年間使用することで、生徒の自己評価だけでなく、教員側も成果物としてポートフォリオ評価が可

能になるような作りになっている。 
来年度は作成・実施したテキストを電子データで公開し、他校でも活用できるようにする予定で

ある。 
 
【次年度使用するテキストの例】 
 
目次 
 01【調査力】「日本語で文献を調査する」 
 02【英語力】「英語とサイエンスの関係を知る」 
 03【調査力】「英語で文献を調査する」 
 04【理解力】「文献調査の結果を個人発表する」 
 05【発見力】「文献調査の結果からテーマを見いだす」（１） 
 06【発見力】「文献調査の結果からテーマを見いだす」（２） 
 07【設定力】「設定した課題の解決策を提案する」 
 08【まとめ】「ここまでの活動のまとめを発表する」 
 09【分析力】「データサイエンスの研究者の話を聴く」（全体講演会） 
 10【文系の中の科学】「文系の研究者の話を聴く」 
 11【検証力】「仮説検証の実験等を設定する」 
 12【検証力】「仮説検証の実験等を再設定する」 
 13【考察力】「事例の分析で考察力を向上させる」（１） 
 14【考察力】「事例の分析で考察力を向上させる」（２） 
 15【議論力】「グループで実例について話し合う」 
 16【議論力】「グループでの話し合い方を改善する」 
 17【表現力】「ポスターを作成してみる」 
 18【表現力】「PPTを作成してみる」 
 19【表現力】「プレゼン資料を作成してみる」 
 20【表現力】「クラス内で発表する」 
 21【表現力】「クラスをシャッフルして発表する」 
 22【分析力】「シミュレーション分析とは何かを考える」（１） 
 23【分析力】「シミュレーション分析とは何かを考える」（２） 
 24【交流力】「国際会議を疑似体験する」 
 25【応用力】「領域を混在させて研究発表会を行う」 
 26【教育力】「海外研究交流報告会を行う」 
 27【学際的学び】「他分野との関わりを考える」（１） 
 28【学際的学び】「他分野との関わりを考える」（２） 
 29【学際的学び】「他分野との関わりを考える」（３） 
 30【国際協働力】「国際的な共同研究に必要なことを考える」（１） 
 31【国際協働力】「国際的な共同研究に必要なことを考える」（２） 
 32【国際協働力】「国際的な共同研究に必要なことを考える」（３） 
 33【自己評価力】「ポートフォリオ」 
 34【自己評価力】「ルーブリック」 
 35【自己評価力】「自己評価とフィードバック」 
 
 
 

01【調査力】「日本語で文献を調査する」より良い文献調査の方法を習得する。 
第１学年 第２学年 
○指定された課題に関する文献を検索する。 
 
 
 
 
 
               標準時間 10分 

○指定された課題に関する文献を検索する。 
 
 
 
 
 
               標準時間 10分 

□検索時に意識した点を書いてグループで話す。 
 
 
 
 
 
               標準時間 10分 

□検索時に意識した点を書いてグループで話す。 
 
 
 
 
 
               標準時間 10分 

●授業担当者の話を聴いて感想を書く。 
（自身の専門分野における文献調査の話） 
 
 
 
 
               標準時間 10分 

●授業担当者の話を聴いて感想を書く。 
（自身の専門分野における文献調査の話） 
 
 
 
 
               標準時間 10分 

□検索結果の取捨選択の方法について話し合う。 
（２年生の研究課題に関する論文を検索し、意味
のある論文を探す作業をしてから） 
 
 
 
               標準時間 10分 

□検索結果の取捨選択の方法について話し合う。 
（自身の研究課題に関する論文を検索し、意味の
ある論文を探す作業をしてから） 
 
 
 
               標準時間 10分 

○論文調査の意義についてまとめる。 
 
 
 
 
 
               標準時間 10分 

○より良い論文調査の方法についてまとめる。 
 
 
 
 
 
               標準時間 10分 

【メモ】 
 
  

 
○ 化学グランプリ二次試験の実験を体験できるワークショップ 
  目的：化学グランプリの二次試験に出された実験をアレンジしたものを体験することで「実験を 
    通して化学的に考えることの大切さと楽しさ」を体験する。 
  日時：７月 25日（火） 14時から 16時まで 

  場所：・工学院大学八王子キャンパス 
     ・東京都立多摩科学技術高等学校をホストとする Zoomでつなげた各高校の化学実験室 
  定員：・工学院大学八王子キャンパス 20名程度（教員の引率の必要なし） 

－ 55 －



- 56 - 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
13 30  15 50  

Zoom  

－ 56 －



- 57 - 
 

 
 

13 00  
13 30  
14 20  
 

10 SSH
 

 
 

Step Up Matrix

 
5 4

PDCA  

 

 
SHOOTLab

 

 
 

 
 

－ 57 －



- 58 - 
 

 
 

 
6 11 4  

20
5 16

 
12 16 3 16  

1 3 SSH 2

 
 

 
 

－ 58 －



- 59 - 
 

●世界のさまざまなマーケットの映像を見て、その情報を英語で確認し、気づいた点をクラスで

シェアする。それをもとに、生徒が自らの市場でのショッピングの体験を語る。 

listening と speaking にフォーカスした生徒の創造的コミュニケーション力の育成を目指す授

業。 

 本年度は外部への発信に力を入れた活動を行っている。そのため、昨年度と同様６教科の授業を公

開した中、本年度は昨年度よりも非常に多くの先生に視聴してもらえた（下図参照）。 
来年度はこの形態に力を入れて、より多くの他校の先生方に視聴して頂き、研究協議をより多く

行って更なるフィードバックをできる環境を整備していきたいと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○生物学オリンピックワークショップ 

 目的：生物学オリンピックの本選試験に出された問題を解き、科学的に考えることの大切さと楽し

さを体験する。 

日時：令和５年８月23日（水） 

場所：本校３階 生物実験室 

内容：いろいろな植物（テッポウユリ、キンギョソウ、コスモス、キキョウ、シャジクモ）の形態

や花を観察、解剖しながら、生物学オリンピックの本選問題の「花のつくり」や「植物の系統

分類」を考察する。 

参加：本校生徒（1年生）４名 

総括：実際に本選で使われた問題にチャレンジすることにより、出題の意図を理解しながら実験

（解剖）をおこない、次に仮説を立て、その仮説をもとに答えを出していく過程を体験するこ

とができた。 

その間、生徒同士でアドバイスし合ったり、講師に質問したりして活発な活動がおこなえた。 

大学入試問題を解く体験とはことなり、時間をかけながら考えをまとめ仮説を立てる経験ができた。

本校１年生は２年生より専門領域の研究を始めるため、その下地になる経験ができ、非常に有意義で

あった。 
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第４部 ❹関係資料（令和 5年度教育課程表、データ、参考資料など） 
第２章 データ 
第２節 卒業生に対するアンケート調査 
 
１ 目的 
 在校生の探究活動をさらに発展させていくため、共通教科の内容・方法について卒業生の意見を活

用する。 
 
２ 形式 
 インターネットによる調査（Microsoft Formsによる回答） 
 
３ 日時 
 令和 5年 10月 18日（水） 
 
４ 回答結果 
回答数 115 名（１期生８名、２期生９名、３期生９名、４期生 14 名、５期生 22 名、６期生 26 名、
７期生 27名） 
 
質問１ 在学時、研究の振り返り方について他者（教員、生徒）と議論したことはありましたか。 
 

 左の図は振り返り方についての議論をしたことがある

かについてのアンケート結果である。 
 振り返り方に対して意識して探究活動をしていた生徒

は少なかったことがここから伺える。 
あったと答えた卒業生からは 
「実験をしながら、結果が出るたびに先生や研究のチー

ムの人と議論をしていました。」など実験結果が出るた

びに積極的に振り返り方について議論していたという意

見や「やりたい事に対してのアプローチで行き詰まって

いた時」など何かきっかけがある場合に振り返り方にア

プローチをかけていたという意見があった。 
 

 
 
入学期ごとに対話が役立ったかどうかについてまと

めると左の図のようになる。 
 振り返り方について他者と議論する割合も探究活

動がより活発になった SSH 採択後に上昇していっ
ているが、議論の内容は研究活動そのものについて

の対話であり、振り返り方の工夫に目が行っている

生徒は半数未満である。 
 振り返り方を振り返るうえでポイントとなってく

るのが「教員との対話」と「生徒へのきっかけ作

り」であることが考えられる。 
 

0

0.1

0.2

0.3

0.4

3 4 5 6 7
SSH指定以前 期

SSH指定後

割
合

あった

なかった

72％

28％
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質問２ 在学中、研究において、他者（教員、生徒）との対話が振り返りに役立った場面はありまし

たか 
 

 左の図は全体のアンケート結果である。振り返り方とし

て、他者との対話が重要であることがこの内容からわかる。 
SSH 採択後、探究活動における対話が教員、生徒間で盛
んにおこなわれてきた結果、年々その効果が出てきている

ことがわかるが、その主な場が、課題研究・卒業研究、研

究発表の場に収まってしまっている。共通科目の割合が大

きくなることが学校組織として探究活動を行っていること

を示していると考えられるため、来年度より週時程に盛り

込まれる「分野等融合探究」の存在意義は大きいと考えら

れる。 
 
 

 
質問３ 在学中、研究・実験の振り返り方で学校の指導にはない工夫をしていましたか。 

 
 左の図は全体のアンケート結果である。ほとんどの卒業生

がしていなかったと回答しているが、「していた」と回答し

ている生徒の意見を一部抜粋すると 
「不明な点の多くはインターネットで参加者へ連絡し、いろ

いろ相談していた。」 
「所属していた部活のメンバーと顧問に結果を伝え、議論す

る」など形式は違うが、何らかの形で対話をはかることが振

り返りにつながっていることが分かった。 
 
 
 
 

あった

なかった

80％

20％
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第４部 ❹関係資料（令和５年度教育課程表、データ、参考資料など） 
第２章 データ 
第４節 アドバイザー授業実施後の生徒へのアンケート 
 
 以下の設問（１）、（２）によるアンケートを実施した。 
   （１）講演の内容は理解できましたか。 
   （２）講演の内容に興味を持てましたか。 
参考のため、昨年度と今年度のアンケート結果をいかに掲載する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（昨年度アンケート回答者 361名、今年度アンケート回答者 377名） 
 
自由記述の回答例（昨年度アンケート） 
 ・初対面での会話は難しかったが、その分違った視点からの話を聞けてよかった。 

 ・知っている人がいなくて心細かった。自分一人異性だったのと周りの人たちが知り合い同士

だったらしく少し気まずかった。 

 ・領域が同じであったり、互いに話のタネを持ち合わせているともう少し打ち解けやすいなと

思った。 

 
自由記述の回答例（今年度アンケート） 
 ・難しい内容だったが、２年生と交流して理解を深めることが出来た。 
・他学年との交流を通して化学の分子構造についての知識を得られた。 
・今まであまりしゃべったことがなかった１年生としゃべれてよかった。分野融合はとても素晴ら

しいと思った。 
・４人ペアも全員初めましての人だったけど、壁なく話し合いができたので色々な意見を聞けてよ

かったと思いました。特に２年生の方からは来年度の研究についてアドバイスをもらいました。 
 

総括 
 昨年度に引き続き、今年度も第２回アドバイザー授業からは学年混合として実施した。昨年度と比

較しても、内容理解や興味・関心に対するアンケートの結果に大きな違いは見られなかった。 
しかし昨年度は分野等融合探究に対して生徒は初めてで、戸惑いながら１・２年生が混合でディス

カッションを行っているように感じられたが、今年度は昨年度経験している２年生が１年生をうまく

リードして、ディスカッションを盛り上げているように感じられた。また、難しい講義内容で理解が

難しかった１年生に対して、２年生が内容をわかりやすく説明することで、理解が深まっていくと

いった場面が見受けられた。今後はより一層理解を深めることができると考える。 
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第４部 ❹関係資料（令和５年度教育課程表、データ、参考資料など） 
第２章 データ 
第５節 サイエンスダイアログ事後アンケートなどの国際性の調査 

*参加生徒数：1年生 ０名、2年生１９４名、3年生 　０名、　　合計１９４名

Q2. 講義における英語は、どの程度理解できましたか？
理解できた 5 20 人

4 36
3 74
2 42

理解できなかった 1 22
合計 194

Q3. 講義における研究関連についての説明は、どの程度理解できましたか？
理解できた 5 19 人

4 45
3 67
2 45

理解できなかった 1 18
合計 194

Q4. 講義を聞き、科学や研究に対する関心は高まりましたか？
高まった 5 47 人

4 60
3 63
2 17

高まらなかった 1 7
合計 194

Q5. 全体として、今日の講義はいかがでしたか？
良かった 5 64 人

4 71
3 49
2 6

良くなかった 1 4
合計 194

Q6. 再度、外国人研究者からの講義を聞きたいと思いますか？
是非聞きたい 30 人

機会があれば聞きたい 103
考えていない 56

その他、回答なし 5
合計 194

参加生徒アンケート集計　（回収率 194/194 ）

学校名：東京都立多摩科学技術高等学校 実施日：　７月　１４日

10%

23%

35%

23%

9%

Q3. 研究内容の理解

5 4 3

2 1

33%

37%

25%

3% 2%
Q5. 全体の感想

5 4 3

2 1

15%

53%

29%

3% Q6. 再度の外国人

研究者による講演

是非聞きたい

機会があれば聞きた

い
考えていない

その他、回答なし

10%

19%

38%

22%

11%

Q2. 英語の理解

5 4 3

2 1

24%

31%

32%

9%

4% Q4. 研究への関心

5 4 3

2 1

〈自由記述〉 
・先生の英語がとても聞き取りやすく内容を楽しむことができた。 
・先生が研究の内容だけでなく、研究の向き合い方や他の大切なことなども話してくださり有意義

だった。  
・質問に答えてくださるとき、私たちにわかりやすい言葉で説明してくださったことで、理解できた。 
動画やイラストなどが多用されていて、英語がわからなくても理解できる部分が多くてとてもよかっ

た。  
・本場の英語が聞けて良かったことや、IT でも環境保全などの生物学的なことに応用できることか
ら可能性を見いだせた。 
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*参加生徒数：1年生 　0名、2年生 210名、3年生 　0名、　　合計210　名

Q2. 講義における英語は、どの程度理解できましたか？
理解できた 5 2 人

4 13
3 60
2 81

理解できなかった 1 50
合計 206

Q3. 講義における研究関連についての説明は、どの程度理解できましたか？
理解できた 5 3 人

4 25
3 73
2 76

理解できなかった 1 33
合計 210

Q4. 講義を聞き、科学や研究に対する関心は高まりましたか？
高まった 5 29 人

4 59
3 73
2 32

高まらなかった 1 17
合計 210

Q5. 全体として、今日の講義はいかがでしたか？
良かった 5 25 人

4 72
3 80
2 26

良くなかった 1 7
合計 210

Q6. 再度、外国人研究者からの講義を聞きたいと思いますか？
是非聞きたい 19 人

機会があれば聞きたい 128
考えていない 63

その他、回答なし

合計 210

参加生徒アンケート集計　（回収率210/210 ）

学校名：都立多摩科学技術高等学校 実施日：　　12月　20日

1%

12%

35%36%

16%

Q3. 研究内容の理解

5 4 3

2 1

12%

34%
38%

13%

3%
Q5. 全体の感想

5 4 3

2 1

9%

61%

30%

0% Q6. 再度の外国人

研究者による講演

是非聞きたい

機会があれば聞きた

い
考えていない

その他、回答なし

1% 6%

29%

40%

24%

Q2. 英語の理解

5 4 3

2 1

14%

28%

35%

15%

8%

Q4. 研究への関心

5 4 3

2 1

 
〈自由記述〉 
・あらかじめプリントが配られていたおかげで途中で分からなくなっても、何についてお話ししてい

るのか概要がよく分かって良かった。 
・とてもスライドが分かりやすくて、英語が苦手の自分でも理解することができました。  
・簡単な言葉に言い直してくれていたので、分かりやすかった。また、図などを用いており分かりや

すかった 。 
・英語で発表を聞ける機会があることは良いと思った。実際に海外の大学の講師の方を呼んだらもっ

といいと思う。 
・Thank you very much for giving me this opportunity. It was interesting and difficult, but I learned a lot. 
Thank you for today. 
・Thank you for answered my question. I was surprised that the mites is a member of the spider family. 
・Through this lecture, I was able to learn more about mites and further deepen my interest in science. Thank 
you.            
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５ 研究内容一例 
（１）ミルククラウンの角の謎！ 
  目的：ミルククラウンの形ができる原理を解明する。 
  実験方法：COMSOLによるシミュレーションと実証実験を行う。 

 
シミュレーション条件：粘度を牛乳と同じに設定し、条件を変えて滴を滴下 

  
高さ 15mmからの滴下              高さ 40mmからの滴下 

 
（２）教室におけるエアコンとサーキュレーターの位置 
  目的：学校の教室において、効率よく温度管理を行うためのサーキュレーターの位置を調べる。 
  実験方法：教室のモデルを実寸で作成し、COMSOLにて流体シミュレーションを行う。 

   
シミュレーション結果：時間経過による、教室内の温度変化 

 
６ 総括 
 すでに昨年度から研究をしている３学年の生徒は COMSOL を使用する生徒が少なかったが、テー
マ設定の段階でシミュレーションという選択肢があった２学年の生徒は使用する生徒が非常に多く

なった。外部発表会においてもシミュレーションによる分析は他校の興味を引き、類似するテーマの

研究において、共同研究のきっかけになるようなものもあった。また、校内での発表会においても広

くシミュレーションの周知に貢献することができ、来年度の NT 領域選択者が今年度に比べて 20 名
増加した。実証実験とのバランスが重要であり、生徒は現実ではありえない数値等でシミュレーショ

ンを行うことで、有効活用できていた。 
 来年度の研究においては、今の２学年が COMSOL を使用した研究で初の２年目ということで、今
年度からの変容を見ていきたい。また、１学年に関してもモジュールが充実した環境であり、アプリ

作成用の COMSOL Compilerの導入も予定しているので、他校との交流や海外との共同研究というこ
とも推進していきたい。 
 
 
 
 

速度 V 
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課題１：線形静的応力解析のモデルと計算結果 
 

 

課題２：水質浄化モデルにおける流体の層流流れ 
 
７ アンケート結果抜粋 

  
 
８ 総括 
 工学系の研究を希望している生徒を対象にしたため、全体的に研究利用を前提とした積極的な姿勢

で講習会に臨んでいた。終了後の研究への活用やアンケート結果からも、受講後にシミュレーション

への関心が高まった生徒の割合が高くなったことがわかる。内容についても、身近で生徒がイメージ

しやすい課題だったので適切であった。 
 ３学年に関しては、COMSOL導入前の前年度に SOLID WORKSでのシミュレーションを実習で経
験していたため、共通する用語や操作を理解しながら容易に講習課題に取り組むことができていた。

一方、２学年に関してはシミュレーションというものに初めて触れる生徒が大部分であり、

COMSOL に限らずシミュレーションの基礎知識という部分のフォローが足りなかったと考える。次
年度からの実施に関しては、さらに COMSOL とリンクした形で実習内容を精査していく必要がある。
また、NT 領域以外の領域からの参加生徒が少なかったため、学校全体への普及に向けて取り組んで
いきたい。 
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第３部 ❼実施報告書（本文） 

第１章 実施の内容 

第３節 「分野等融合探究」での技術講演会 
 
１ 目的 
 共通科目の教員と異なる学年や研究分野の生徒が混在する形での学習の場を提供することで、生徒

の探究活動に必要な資質・能力の育成を目的としている。分野等融合探究講座の前に今年度の重点枠

事業に関する講演を聴くことで、分野を超えたシミュレーションの活用方法や事例を学んだ上で学習

に臨む準備を進める。 
 
２ 日時 
 令和５年７月 21日（金）８:50～10:20 
 
３ 対象生徒 
 １、２学年の全生徒（414名） 
 
４ 場所 
 東京都立多摩科学技術高等学校 ５階大講義室（対面と校内オンライン配信併用） 
 
５ 講師 
 東京農工大学 准教授 岩見健太郎様 
 所  属：東京農工大学大学工学研究院先端機械システム部門（兼任）工学部機械システム工学科 
 
６ 内容 
 ・研究活動におけるシミュレーションの役割 
 ・プラズモニクスのMEMS/NEMSへの応用 
 

   
対面での講演の様子 

 
７ 総括 
 実際に行っている研究において、どれほど多くの科学分野にまたがってシミュレーション技術を使

用しているかということを説明いただいた。大学の研究なので生徒にとっては難しいと感じる部分も

あったようだが、様々な分野が関連して１つの研究があるということを学べた。この講演で分野融合

について学んだ上で、「分野等融合探究」の授業に参加したので、意義をよく理解して受講できてい

た。 
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５ 実施後アンケート結果抜粋 

  
・大学院生の方々のおかげで自分たちが、comsol の使い方を教えてくれたり、自分たちの知らな
かった comsolの機能を教えてくれたりして、研究の手助けになり、とてもよかった。 

・農工大 TA は研究や実験方法などについても専門的なアドバイスがいただけてよかったです。また、
大学のことについてもお話が聞けていい経験になりました。 

・農工大 TA で、実際に研究に COMSOL を使用している大学院生に使い方を教わったり、実行して
いるシミュレーションの問題を一緒に考えていただいたり、とてもためになった 
 
６ 総括 
 今年度は重点枠事業における初めての試みとして、大学院生による TA 指導を行った。以前より東
京農工大学とは、大学教授による研究助言や発表会におけるアドバイザー等といった形で連携事業を

進めていた。COMSOL というソフトウェアを選定したのも、東京農工大学の教授から研究助言をい
ただいた際に、シミュレーションという分析方法の選択肢を提示されたことがきっかけであった。長

年 COMSOL を研究利用している大学でもあることから、本校での TA 指導者を学内で広く募集して
もらったところ、５名の方に希望していただいた。最初は生徒側から話しかけるのが難しい様子だっ

たが、大学院生の方から積極的にコミュニケーションを取ってもらったことで、徐々に自分から質問

する生徒が増えてきていた。後半になると、研究におけるシミュレーション関連の課題に対して大学

院生と一緒に悩む生徒もいた。アンケート結果からも、大部分の生徒が今後も継続して指導も受けた

いと回答していた。生徒の卒業後の科学研究継続という観点でも、近い立場である大学院生との対話

というのは非常に効果的だったと考える。また、各指導日において指導対象である 85 名とディス
カッションしていただいたが、シミュレーションが適しているか否かという点でもアドバイスをもら

たっため、COMSOL を使用しないという選択をすることができた生徒もいた。研究利用をしない場
合でも、シミュレーション技術に関する理解を深めることができた。 
次年度の課題としては、研究の途中だけではなくテーマ設定の段階での大学院生との対話による効

果を検証していきたい。テーマ設定時にシミュレーションという選択肢を考慮することで、地球規模

の問題といった大きな分野に対するアプローチが可能になり、その過程で研究者と話すことで実現性

の判断ということができる。 
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第３部 ❼実施報告書（本文） 

第１章 実施の内容 

第７節 COMSOL Conferenceでの発表 
 
１ 目的 
 国内外の COMSOL ユーザーが参集するカンファレンスに参加して発表を行うことで、シミュレー
ション分析の現状を学ぶ研鑽の場とする。開発元の COMSOL 社からのゲスト講演者による最新の
COMSOL Multiphysicsソフトウェアに関する情報を聴き、日本でマルチフィジックス解析に造詣の深
い研究者による、口述講演およびポスター発表による解析事例を学ぶ。 
 
２ 日時 
 令和５年 12月８日（金）10:20～16:00 
 
３ 主催 
 計測エンジニアリングシステム株式会社 
 
４ 場所 
 秋葉原 UDXネクスト／ギャラリー 
 
５ 参加者 
 東京都立多摩科学技術高等学校２学年生徒１名 
 
６ 発表形式・テーマ 
 ポスター発表 
「家庭から排出されるマイクロファイバー回収装置の開発」 
 
７ 内容 
 発表会当日は本校がインフルエンザ感染流行による学校閉鎖であったため、生徒が現地で発表する

ことができなかった。そのため、生徒が作成したポスターを担当教員が現地へ持参し、貼り付けた上

で後日質問や指摘事項を受け付けるという形で出展した。 
 
 本校主催のイベントである、「TKG COMSOL Practical Training」において講師としてお招きした
方々も発表者として出展されていたので学校に情報を持ち帰って生徒に還元した。また、イベント当

日にも直接事例を紹介していただいた。 
 
 ①講演者：みなも株式会社 代表取締役 西岡将輝様 
  テーマ：COMSOL Compilerの活用 マイクロ波を利用した化学実験を例にして 
  
 ②講演者：東京工業大学 名誉教授／一般社団法人 ZeroC 代表理事 和田雄二様 
  テーマ：カーボンニュートラルの考え方について 
 
８ 総括 
 シミュレーションを活用した最先端の研究発表の場ということで、かなり難しい内容だったが生徒

にとっては目指すべき姿を見据えるにあたって非常に良い学びの機会だった。来年度も参加させたい。 
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10 東京都立科学技術高等学校 ２ ０ ２ 

11 東京都立多摩科学技術高等学校 11 ５ 16 

合計 39 14 53 

 

７ 内容 
（１） 初心者講習 

1 シミュレーションとは、CAEとは？（座学） 
講師：株式会社みなも 代表取締役 西岡将輝様 
・高校の授業（科学）と社会のつながり 
・サイエンティスト、エンジニアに求められるスキル 
・CAEの現状 

2 COMSOL基本操作実習 
講師：計測エンジニアリングシステム株式会社 高橋悠人様 
・CPUヒートシンクの説明 
・COMSOLの用語説明 
・フィジックスについて 
・単層流の流体シミュレーション実習 
・シミュレーション事例紹介（地震における津波、送電鉄塔の雷サージ、堤防ダムの斜面安

定性、石油掘削装置の腐食） 
 

（２） カーボンニュートラル入門 
講師：東京工業大学 名誉教授／一般社団法人 ZeroC 代表理事 和田雄二様 
・カーボンニュートラルの考え方と現状 
・ラボ実験の CAE化 
 

（３） CPUの冷却を題材としたシミュレーション実習 
講師：株式会社みなも 代表取締役 西岡将輝様 
・CPUの発熱量から放熱を考える 
・発熱し続けた場合のシミュレーション 
・放熱板をつけた場合のシミュレーション 
・放熱板の数や形状を変えた場合のシミュレーション 
 

   

CPU内に単純な放熱板をつけたときのシミュレーション結果 
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CPU内の放熱板を増やしたときのシミュレーション結果 
 

（４） 環境問題等へのシミュレーション活用事例紹介 
講師：計測エンジニアリングシステム株式会社 高橋悠人様 

 

８ 成果物 
 右のように Word でレポートを作成した。シ

ミュレーション結果を単純に貼り付けるだけで

なく、COMSOL のレポート作成機能を使って参

加校の生徒は一人ひとり作業を行った。各課題

のタイミングでレポート作成の時間を設け、終

了後には電子データで全員が持ち帰ることがで

きるようにした。 

 

 

 

 

９ アンケート結果から抜粋 
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